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第�	章 推進体制

この章のまとめ� �
従来の科学衛星の枠組を超える ����� 計画では、その推進体制も重要な検討課題となる。
これまでに、天文学研究コミティ－において、����� に関して広く議論してきた。その結
果、�����については、単なる一つの衛星計画としてではなく、地上観測装置もふくめた「光
赤外線天文学将来計画」の中で議論されていく位置づけになっている。
����� の観測装置の開発では、0���25�# を中心とするグループ、ヨーロッパのグルー
プ、および韓国のグループも重要な役割を果たす。
開発の体制は、���� 赤外グループ、および ���� 工学分野、5�6� 他本部、国内外の研究
機関による、従来の枠を超えたものになる。これらの共同開発の多くは、すでにスタートし
ているが、開発体制を確立することはフェーズ �中の課題である。
� �

���� 次世代赤外線天文衛星ワーキンググループ

������ グループの広がり

�����計画は、従来の科学衛星の枠組を越えるものである。したがって、どのように本計画を
推進していくかという方針も大きな検討課題である。
宇宙からの赤外線観測にとりくむ理工学グループは、������� の開発を通して大きく育って
来た。�����の推進、特に観測装置の開発にあたっても、これまでに������� にとりくんでき
たグループを中心としたチームは重要な役割を果たす。
������� グループにとって、現在の最優先事項は、もちろん������� ミッションを成功さ
せることである。したがって、�����開発スケジュールは、������� ミッション打ち上げのス
ケジュールと抵触しないよう設定されなければならない。
ただし、�����を推進するグループは、旧 �������グループに留まるものではなく、その
枠を越えて大きな広がりを見せている �図 &��&�。したがって、フェーズ�の初期においては、旧
�������グループ以外の �����チームも大きな役割を果たす冷凍機開発、望遠鏡開発、姿勢指
向制御系開発に重点を置く。�������の開発・運用が山場をこえたフェーズ�の後半からは、旧
�������グループが �����計画に本格的に参入する。

������ 国立天文台のプロジェクト室開設

従来の天文学プロジェクトは、地上の望遠鏡の計画は国立天文台が担当、人工衛星を用いた望
遠鏡 �宇宙望遠鏡�の計画は宇宙科学研究所が中心になって担当するということで、お互いにある
程度独立の議論が進められて来た。しかしながら、宇宙の解明を目指す同じ学問分野として、お
互いに連携した動きは極めて重要である。
�����においては、計画当初より、従来は地上望遠鏡にとりくんできたグループと密接に連携
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���� コミュニティでの議論 ��

をとって、開発を進めて行く。たとえば、国立天文台においては、平成 &+年度よりフェーズ�プ
ロジェクトとして「太陽系外惑星探査プロジェクト室」が発足するが、その目的の一つは、�����

による系外惑星探査である。これは、従来の地上・宇宙の枠を越えて、系外惑星探査のための技
術開発・科学研究を進めようとする新しい動きである。このように、大学共同利用機関について
も、����5���� 的体制で �����プロジェクトを推進することが重要である。

�����
 大学、研究機関

�����推進にあたり、極めて重要な役割を果たすのが大学および研究機関の研究グループであ
る。特に、先進的な観測機器の開発にあたっては、大学・研究機関のグループの参加無くしては、
プロジェクトを進めることはできない。
大学および研究機関の法人化にあたり、多くの制度的改革が行なわれている。このような改革
期にあたり、大学および研究機関のグループの宇宙科学への参入を促進するような枠組の議論も
必要である。

���� コミュニティでの議論

����� の詳細については、次期赤外線天文衛星ワーキンググループを中心として、活発な検討
を進めて来ている。しかし、����� は大きなミッションであり、ワーキンググループだけの議論
では不足であり、より広い議論が必要である。
数年前より、�����の目的とミッションの性格については、他分野の研究者を含めた大きなグ
ループで検討を進めてきた。その一環として、�����を直接の対象として、以下のような研究会・
シンポジウムを開催してきた。

&� 「次期大型天文衛星計画3��2#( %������ 検討会」
&,,+年 �月 (*日、宇宙科学研究所

(� 「次期大型天文衛星計画3��2#( %������ 検討会」
&,,.年 �月 &�日、国立天文台

�� 「次期大型天文衛星計画3(#(ミッション検討会」
&,,,年 �月 �&日、宇宙科学研究所

 � 「次期赤外線天文ミッション」�平成 &&年度宇宙放射線シンポジウム�

(---年 �月 .日、宇宙科学研究所

�� 8%��� ��� �������
� �������� ��� �$�$
 ���	
 %�������7

���� &+9 &.9 (---9 ������$�
 �� ���	
 ��� ������$��	�� �	�
�	


*� 「�����で狙うサイエンス」�平成 &�年度宇宙放射線シンポジウム�

(--�年 &(月 &��&*日、国立天文台

����� は、大きなミッションであり、それ自身の価値のみならず、より大きな天文学研究の流
れの中で、ミッションの意味を問わなければならない。そこで、以下のようなシンポジウムにお
いて、�����を重要課題の一つとして、天文学研究の流れの中で位置づけをしてきた。

&� 「光赤外の将来計画とサイエンス」�日本天文学会 (--�年春季年会 企画セッション�

(--�年 �月 (*日、東北大学
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(� 「光赤外線将来計画検討報告会」�光学赤外線天文学連合会シンポジウム�

(-- 年 &月 ((日、国立天文台

�� 「光赤外線将来計画検討報告会」�理論懇談会シンポジウム�

(-- 年 &(月 ((日、東京大学

これらの活動の成果は、「(-&-年代の光赤外天文学」という報告書にまとめられている。このな
かで、�����は、スペースミッションとして最重点のプロジェクトとして取り上げられている。
また、�����は、国際的な役割を担っているミッションである。そのため、多くの国際的集会
においても、�����について活発な議論が行なわれて来た。
これらの活動を通して、�����が狙うべき科学の鮮明化、�����ミッションの性格付けを行
なって来た。

���� #�$�統合効果としての����

我々は、�����を統合 ���� の試金石としたいと考えている。5�6�に統合することによ
り、新しい可能性が開けたかどうかを、我々は問われている。新しい可能性を開くためには、科
学衛星、試験衛星、実用衛星の枠を越えた協力体制が身を結ぶことが必須である。
�����の研究開発では、すでに統合前から、旧宇宙開発事業団との研究協力を進めてきた。具
体的には、熱系の共同開発研究を現在の技術総合研究本部と、さらに軽量望遠鏡の開発について
は現在の利用推進本部との協力を、それぞれ進めてきた。
統合に伴い、この協力関係をより広範囲に進めることが合意されている。その方針は、「総合技
術研究本部の赤外線天文衛星 �������計画への技術協力について」�平成 &*年 (月 �日、第 &��,

回 総合技術研究本部宇宙部会�の中で、以下のように述べられている。

&� 総合技術研究本部は、�����計画に全面的に協力する。

(� 総合技術研究本部内に「�����計画協力チーム �仮称�」を構成し、�����計画に関する技
術協力を行なう。

これらの、5�6�内他本部との協力では、まず人的・技術的リソースの有効活用をはかり、今
までにできないミッションを可能にすることを目指す。同時に、特にバス部については、他衛星
との共同開発により大幅なコスト削減および開発リスクの軽減をはかることを狙っている。

���� 新規開発拠点の創設

����� における重要な技術課題は、赤外線天文衛星にたいしてだけではなく、他の分野でも共
通して重要な、応用価値の高いものが多い。
たとえば、軽量・大型の望遠鏡を製作、試験して完成させる技術は、地球観測などの実用用途
においてもたいへん有益である。また、����� でも開発する、衛星の姿勢擾乱を �������� 鏡を
用いて補正する技術や、望遠鏡の鏡面誤差を可変形鏡で相殺する技術も重要である。これらの補
償光学系は、衛星の姿勢擾乱や大型鏡の製造誤差など衛星内にける大型のコンポーネントの性能
限界を、それよりはるかに小型の素子、システムで改善するものである。そのため多用な衛星に
おいて、性能改善のみならずコストの低減、開発期間の短縮、失敗のリスクの低減など、画期的
な効果をもたらす可能性を秘めている。このことは、見方を逆にすれば、同じ投資でずっと優れ
たミッションが実現できる可能性があるということである。



���� 国際協力 ��

赤外線天文衛星の開発ではではなじみみの深い、極低温域での実験・開発技術にも、広いな応
用範囲がある。������� 望遠鏡の支持機構の不具合のさいには、望遠鏡の鏡材となる複合材料
について極低温での物性、接着の性質、材料内部での損傷の有無を試験する手法を追求した。こ
のような基礎的な試験は、望遠鏡の開発において必要なだけではなく、多目的の構造材料の研究
としても貴重である。����� のフェ－ズ � で、極低温環境で機能する補償光学を開発するさい
には、光学実験、低温実験、および制御システムを融合した実験を行うことになる。このような
極低温域での先進的な実験は、独自性の高いものであり、����� 以外の衛星などにも、広く適用
可能なものである。
近い将来、このような先進的な宇宙用のオプティクスの開発研究や、それを極低温域に拡張す
るための開発拠点 － スペ－スオプティックスセンタ－ �仮称�を、5�6� 内に創り出すことはで
きないだろうかR これは ����� 計画を推進するために非常に有益であるばかりでなく、日本の
宇宙科学、さらには実用衛星、ロケットなどを含む宇宙開発全般においても、たいへん意義のあ
ることだと考えている。

���� 国際協力

これまでにない規模の科学衛星である ����� を進めるにあたっては、海外のグループからも
大きな協力、貢献を得ることで、より有効に進めて行くことを計画している。
具体的には、世界トップクラスの経験をもつ、 0���25�# を中心としたグループ、およびヨー
ロッパ各国からなるコンソーシアムによるグループと連係する。前者はサブミリ波分光器の開発
を、後者は遠赤外線分光器の開発で、主要な役割を果たすであろう。また、中間赤外線観測装置
は、韓国のグループとの共同開発としてすすめることを構想している。
このような国際協力は、マンパワーや予算などのリソースの増強という意義だけでなく、それ
ぞれの分野で世界最高水準の技術を利用するという意味でも、非常に有益である。国際協力につ
いては、より詳しくは、&* 章を参照されたい。

���� ワーキンググループ・メンバー

以下に、�����検討に参加しているメンバーを記す。
まず、国内メンバーを表 &��&に示す。次に、中間赤外線観測装置の開発において協力関係にあ
る、韓国のグル－プのメンバ－を、表 &��& に示す。さらに、0���25�# が中心となて研究開発
をすすめている、����� 用のサブミリ波分光装置 �1#����のメンバ－を、表 &��� に示す。最後
に、遠赤外線分光装置の検討・設計を行っている、ヨ－ロッパの ����� コンソ－シアムのメン
バ－を、表 &�� に示す。この英蘭仏独によるグル－プには、 3
�	�
� の焦点面観測装置を開発
した主要なメンバ－が含まれている。
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表 &��&' ����� ワーキンググループおよび検討会メンバー
所属 氏名
5�6�

宇宙科学研究本部
���� �
����、 穴吹直久、 石原大助、 板由房、 稲谷順司、 井上一、
臼井文彦、岩田隆浩、上杉邦憲、上田佳宏、塩谷圭吾、大西晃、大
山陽一、小川博之、小野田淳次郎、片 宏一、加藤隆二、金田英宏、
川口淳一郎、 紀伊恒男、 北村良実、 金宇征、 久保田孝、 小杉健郎、
小松敬治、 斎藤宏文、 坂井真一郎、 佐々木進、 澤井秀次郎、 曽根理
嗣、 高野忠、 田島道夫、 寺嶋雄一、 中川貴雄、 中島俊、 長島隆一、
中谷一郎、 名取通弘、 橋本樹明、 橋本正之、 長谷川直、 八田博志、
平林久、廣瀬和之、藤原顕、本田充彦、巻内慎一郎、松浦周二、松
原英雄、 松本敏雄、 的川泰宣、 満田和久、 峯杉賢治、 村上浩、 村
田泰宏、 山上隆正、 山川宏、 山田隆弘、 山村一誠、 山本善一、 和
田武彦

5�6�

総合技術研究本部
歌島昌由、岡本篤、小川亮、葛西時雄、鈴木秀人、杉田寛之、関口
毅、對木淳夫、野田篤司、古川正夫、松田純夫、宮崎英治、山口功

5�6�

宇宙利用推進本部
木村俊義、 丹下義夫、 油井由香利、 度會英教

国立天文台 #�$ �;
、 ��
���� ���、 岩田生、 有本信雄、 家正則、 泉浦秀行、
今西昌俊、大石雅寿、大向一行、海部宣男、唐牛宏、川辺良平、久
野成夫、小久保英一郎、児玉忠恭、小林秀行、小林行泰、齋藤正雄、
阪本成一、 周藤浩士、 砂田和良、 関口朋彦、 高見英樹、 田村元秀、
常田佐久、 出口修至、 中島紀、 永田洋久、 西川淳、 西村徹郎、 野
口邦男、 長谷川哲夫、 林正彦、 松尾宏、 森野潤一、 柳澤顕史、 山
下卓也、 山田亨、 渡部潤一

理化学研究所 恵藤浩朗、 海老塚昇
西はりま天文台 上水和典
ぐんま天文台 奥田治之、 河北秀世
北海道大学 馬場直志、 山本哲生
東北大学 市川隆、 永井大樹
筑波大学 村上正秀
茨城大学 岡本美子
東京大学 上野宗孝、大薮進喜、岡朋治、岡村定矩、尾中敬、川良公明、小林

尚人、 酒向重行、 嶋作一大、 高橋英則、 田中培生、 田辺俊彦、 土
居守、 土井靖生、 中田好一、 半田利弘、 深川美里、 峰崎岳夫、 宮
田隆志、 本原顕太郎、 山本智、 吉井譲

早稲田大学 池内了、 古荘玲子
立教大 須佐元
東京工業大 井田茂
総合研究大学院大 小平桂一
金沢大学 村上敏夫
新潟大 西亮一
名古屋大学 大坪貴文、川田光伸、佐藤修二、芝井広、長嶋千恵、平原靖大、福

井康雄、 吉田直紀



���� ワーキンググループ・メンバー 
�

表 &��&' ����� ワーキンググループおよび検討会メンバー �前項より続く�

所属 氏名
名古屋市立大学 杉谷光司
京都大学 犬塚修一郎、 岩室史英、 太田耕司、 釜谷秀幸、長田哲也、舞原俊憲
広島大 川端弘治
神戸大 相川祐里、 伊藤洋一
���	� 大内正己
カリフォルニア工科大 幸田仁
カリフォルニア大 長峯健太郎
長野工業高専 大西浩次

ここに掲載しているのは、ワ－キンググル－プ設立時の参加者、その後の検討会メンバー、およ
び本プロポーザルの原稿執筆者。�各所属内にて五十音順�
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�
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表 &��(' 韓国グル－プ
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表 &���' 米国 1#��� チーム
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